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花
と
緑
の
潤
い
ま
ち
づ
く
り

■
「
花
と
緑
の
ガ
ー
デ
ン
事
業
」
を

活
用
し
、
美
し
い
地
域
づ
く
り

　

下
戸
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
に
あ
る

西
公
園
に
は
、
四
季
折
々
の
花
が
美

し
く
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
雑
草
が

生
い
茂
っ
て
い
た
花
壇
を
潤
い
あ

る
空
間
に
変
え
た
の
は
、「
花
和
会
」

の
皆
さ
ん
。

　
「
子
ど
も
会
で
作
っ
た
花
壇
が
雑

草
で
あ
ふ
れ
て
い
た
の
が
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
都
市
計

画
課
で
募
集
し
て
い
た
『
花
と
緑
の

ガ
ー
デ
ン
事
業
』
を
知
り
、
や
っ
て

み
よ
う
と
思
い
、
応
募
し
ま
し
た
。

都
合
の
つ
く
人
が
集
ま
り
、
花
の
世

話
を
き
っ
か
け
に
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
深
い
も
の
に
な
り
、
そ
の

和
が
大
き
く
な
れ
ば
と
、『
花
和
会
』

を
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
し
た
」
と
語
る
世
話
人
の
今

村
勇
さ
ん
。

　

こ
う
し
て
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、

ど
の
よ
う
な
花
壇
を
作
る
か
都
市
計
画

課
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
師
と
と
も
に
話

し
合
い
、
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
。
平
成
26

年
11
月
、「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
」
が

開
か
れ
、
色
合
い
・
バ
ラ
ン
ス
・
肥
料

や
水
を
や
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
講
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
花
の
植

え
付
け
を
し
ま
し
た
。
定
期
的
な
活
動

に
よ
り
、
今
で
は
、
花
壇
は
色
と
り
ど

り
の
花
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
交
流
し
、
地
域
の

絆
を
深
め
る

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
17
人
。
毎
月
第

１
土
曜
日
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
５
月

７
日
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
を
花

壇
に
、
ル
ド
ベ
キ
ア
の
苗
を
金
勝
川
（
山

田
川
）
の
堤
防
沿
い
に
植
え
る
な
ど
、

約
１
時
間
30
分
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

活
動
後
は
毎
回
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
設

け
ら
れ
、
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
「
引
っ
越
し
て
来
て
、
知
り
合
い
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
で
い
ろ
ん

な
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」「
花
の
世
話
だ
け
で
な
く
、お
花
見
、

忘
年
会
な
ど
も
あ
り
、
い
つ
も
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
」「
子
ど
も
と
一
緒

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
は
子
ど

も
が
少
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
皆
さ

ん
に
あ
た
た
か
く
見
守
り
、
育
て
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
語
る
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
。

　
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
活
動
は
住
民
が
交

流
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
す
。
活

動
で
地
域
が
美
し
く
な
る
と
と
も
に
、

住
民
の
絆
も
深
ま
り
、一
石
二
鳥
で
す
」

と
今
村
さ
ん
。「
花
和
会
」
の
名
前
ど

お
り
、
花
を
と
お
し
て
、
地
域
の
和
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
住
民
同
士
の
交
流
に
つ
な
が
る

～
下
戸
山
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
「
花
和
会
」
～

２

3

３

作業をしながら、会話が弾みます

　

市
内
の
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
空
間
を
彩
る
美
し
い
花
々
。
今
月
は
、「
花
と
緑
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
潤
い
の
あ

る
地
域
を
つ
く
ろ
う
と
取
り
組
む
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
活
動
は
、
住
民
の
交

流
や
魅
力
発
信
に
も
つ
な
が
り
、
栗
東
の
ま
ち
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。
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植物や虫が好き
なので、いつも
楽しいです！

同じようにガーデニングに取
り組む、安養寺景観まちづく
り協議会の花と緑のガーデニ
ング部会からローズマリーを
いただきました。大切に育て
ます！

家庭ごみが捨ててあることも多かったので
すが、金勝川（山田川）の堤防沿いをきれ
いにしてから、ごみの投棄も減りました。
美しい花が咲くことで、通学する子どもた
ちや散歩する人も喜んでくださっています。

世話人・今村 勇さん

安部 准二さん

北尾 芳枝さん

高野誠
ま さ

大
と

さん（上）
　　寛

ひ ろ

大
と

さん

花が大好きで、教えていた経
験もあります。外でこのよう
にみんなでガーデニングをす
ると楽しく、心が安らぎます。
公園が美しくなるのも気持ち
いいです。

■「花と緑のガーデン事業」市民グループ募集
◦対象…自主的な活動を実践している、実践しよう

としている市民グループ、自治会など
◦開催期間…平成 28 年８月～平成 29 年２月
◦対象場所…市内（道路、公園の空地など）
◦費用…ガーデニング講座開催に伴う専門家派遣、

草花・樹木代・肥料・土壌改良の費用は予算範
囲内で市が負担します。

※個人が持ち帰る場合は、自己負担となります。
◦受付期間…６月１日㈬～ 30 日㈭まで（審査によ

り実施団体を２団体以内で決定します）

問都市計画課 景観・まちづくり係
　☎ 551-0116　 FAX 552-7000

「潤いのある景観まちづくり」にともに取り組みませんか

花と緑で
笑顔あふれる
ひととき。

　市では、「花と緑のガーデン事業」を実施しています。自主的な花と緑の活動が活発に継続していくように、
ガーデニング講座を開催することで皆さんを支援します。ガーデニングの講師も交えて皆さんと相談し、
工夫しながら開催しますので、まずはご応募ください。

　人通りの多い道
沿いで草が生い茂
り困っていた場所
を季節の花とハー
ブのある花壇に。
みんなで楽しみな
がら管理できるよ
うになりました。

　川沿いの土手を、四季を通
じて花が楽しめる花壇に。草
に埋もれていたアジサイも楽
しめるようになりました。

　広くて管理が大変な花壇の半
分を植え替えなしの植栽に変え、
手間を減らせるように。
一緒に花の苗を植えることで、子
どもたちにも親しみを持っても
らえるようになりました。

１
１）２）金勝川（山田川）の堤防沿いにルドベキア

の苗植え。夏は一体が黄色い花で彩られます。
３）みんなで協力しながら育む花壇。

■地域でこのように実践されています
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美
し
い
花
々
で
里
山
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

～
金
勝
学
区
地
域
振
興
協
議
会
～

■
「
心
の
ふ
る
さ
と
金
勝
」
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
づ
く
り

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
金
勝
地

域
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し
、

「
地
域
の
公
園
や
市
道
な
ど
に
ス
イ
セ

ン
や
コ
ス
モ
ス
を
植
え
、
緑
豊
か
な
田

園
風
景
と
里
山
の
原
風
景
に
合
う
花
を

咲
か
せ
、『
心
の
ふ
る
さ
と
金
勝
』
に

ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り
を
し
よ
う
」

と
、
平
成
26
年
度
か
ら
地
域
振
興
協
議

会
が
「
金
勝
里
山
魅
力
づ
く
り
事
業
」

を
展
開
。
社
会
貢
献
活
動
の
活
性
化
を

目
指
す
、
本
市
の
元
気
創
造
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
、
現
在

３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■
新
し
い
名
所
「
コ
ス
モ
ス
街
道
」「
ス

イ
セ
ン
街
道
」
を
目
指
し
て

　

取
組
み
は
、
自
治
会
長
４
人
で
構
成

さ
れ
る
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、
18
自

治
会
が
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、７
月
に
コ
ス
モ
ス
の
種
、

10
月
に
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
各
自
治
会

に
配
布
。
金
勝
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
入
口
や
金
勝
寺
な
ど
の
観
光
名
所
に

も
そ
れ
ら
を
植
え
ま
し
た
。
自
治
会
な

ど
の
独
自
の
取
組
み
と
合
わ
せ
、
花

壇
や
道
路
沿
い
な
ど
に
春
は
ス
イ
セ

ン
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
を
中
心
に
、
美
し

い
花
々
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。
ま
た
、

金
勝
産
の
間
伐
材
を
活
用
し
て
花
壇
を

作
製
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
金

勝
な
ど
３
か
所
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
に
設

置
。
植
え
ら
れ
た
ス
イ
セ
ン
が
利
用
者

の
癒
や
し
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
澤
九
麻
男
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
語
り
ま
す
。「
地
域
に
は
金

勝
寺
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
遺
産
や

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
市
外
か

ら
多
く
の
人
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

先
進
地
も
視
察
し
、春
・
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
に
金
勝
を
訪
れ
る
人
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
ス
イ
セ
ン
と
コ
ス
モ
ス

を
選
び
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
地
域
一
帯
で
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
環
境
へ
の
関
心
や
地
域
の
愛
着

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
に
よ
り
、
地
域
内
の
ご
み
も
減

少
し
ま
し
た
。
将
来
は
、『
金
勝
と
い

え
ば
、
コ
ス
モ
ス
街
道
、
ス
イ
セ
ン
街

道
』
と
言
わ
れ
る
、
新
た
な
観
光
名
所

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
花
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
と

交
流
が
進
め
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

美
し
い
里
山
に
大
き
な
夢
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。 

元気創造まちづくり事業

子どもたちが人権の花「サルビア」を育てる

１）２）県道沿いのスイセ
ンや桜とともに咲くチ
ューリップは車窓から
も楽しめます 

３）間伐材で花壇づくり

山入自治会は、高齢者サロンのメンバーが花壇を作り、独自でチューリ
ップを植えました。看板は各自治会長が金勝産の間伐材で手作り。

１

２

３

　

市
内
小
学
校
で
は
、
毎
年
順
番

に
２
校
が
サ
ル
ビ
ア
を
育
て
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
花
び
ら
が

仲
良
く
寄
り
添
い
な
が
ら
咲
く

姿
か
ら
、
昭
和
61
年
に
大
津
地
方

法
務
局
と
滋
賀
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
が
、
サ
ル
ビ
ア
を
「
人

権
の
花
」
に
指
定
。「
命
を
大
切

に
す
る
思
い
」「
み
ん
な
で
協
力

し
合
う
習
慣
」「
相
手
を
思
い
や

る
心
」
を
子
ど
も
た
ち
に
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
県
全
体
で
子
ど
も

た
ち
が
サ
ル
ビ
ア
を
育
て
る
「
人

権
の
花
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
本
年
度
、
大

宝
小
学
校
と
治
田
東
小
学
校
で

運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人権の花のことを
詳しく教えてもらったよ

人権擁護委員の夏見さん（右）から話を聞きました（大宝小）



5 広報りっとう　　　2016. ６. １　No.929

◦花と緑の潤いまちづくり◦◦

ま
ち
の
玄
関
口
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
周
辺
に
彩
り

～
大
宝
学
区
地
域
振
興
協
議
会
～

■
栗
東
市
を
訪
れ
る
人
に
地
域
の
魅
力

を
伝
え
る

　

大
宝
学
区
の
皆
さ
ん
が
日
常
的
に
利

用
す
る
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
。「
駅
周
辺
を
い

つ
ま
で
も
快
適
な
空
間
と
し
て
保
持
し
、

住
民
の
環
境
美
化
に
対
す
る
意
識
を
高

め
よ
う
。
ま
た
、
市
民
を
は
じ
め
、
本

市
を
訪
れ
る
人
に
こ
の
地
域
の
魅
力
を

伝
え
よ
う
」
と
、
平
成
27
年
度
か
ら
地

域
振
興
協
議
会
に
よ
り
「
栗
東
駅
周
辺

環
境
美
化
事
業
」
が
開
始
。「
金
勝
里

山
魅
力
づ
く
り
事
業
」
と
同
様
、
元
気

創
造
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
、
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
■
花
が
持
つ
、
人
の
心
を
和
ま
せ
る
力

で
笑
顔
や
交
流
が
広
が
る　

　

取
組
み
は
、
約
20
人
で
構
成
さ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
実
施
。
毎
月
第
２
土
曜
日
に
集
合

し
、
栗
東
駅
東
口
の
環
境
美
化
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
７
月
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に

ジ
ニ
ア
を
植
え
、
駅
の
噴
水
周
辺
に
設

置
。
12
月
に
パ
ン
ジ
ー
に
植
え
替
え
、

季
節
の
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
滝
形
状
と
な
っ

て
い
る
壁
面
に
、
夏
は
琉
球
ア
サ
ガ

オ
、
冬
は
パ
ン
ジ
ー
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
。
水
に
代
わ
り
、
花
で
滝
を
演
出

し
ま
し
た
。
水
や
り
や
清
掃
も
定
期
的

に
行
い
、
駅
前
が
住
民
の
力
で
美
し
い

環
境
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
「
栗
東
駅
は
ま
ち
の
玄
関
口
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
降
り
た
人
に
、
美
し

い
駅
だ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が

で
き
れ
ば
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
栗
東
の
ま
ち
全
体
の
美
し
い
イ

メ
ー
ジ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
無
理
な

く
、
楽
し
い
こ
と
を
第
一
に
活
動
し
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
重
ね
て
い
ま
す
。

　

始
め
は
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
駅

前
を
歩
く
人
が
『
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』『
ご
く
ろ
う

さ
ま
』
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
や
た

ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
も
減
り
ま
し
た
。
花

に
は
人
の
心
を
和
ま
せ
る
力
が
あ
り
、

花
を
通
じ
て
笑
顔
や
交
流
が
広
が
り
ま

す
。
今
後
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
語
る
、
代

表
の
吉
仲
幸
子
さ
ん
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
ま
ち
の
玄

関
口
に
潤
い
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

元気創造まちづくり事業

～市内に広がれ！優しい思いやりの心～

昨年７月、色とりどりのジニアを東口に設置。より多くの皆さんに
取組みを知ってもらうため、広報活動も強化される予定です。

１

２

３

１）定期的な除草作業
２）３）壁面や噴水周辺を
　花で演出

 ２）治田東小 ３）大宝小で種まき

　

大
宝
小
学
校
で
は
、
５
月
９

日
、
５
・
６
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
の
23
人
が
人
権
擁
護

委
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
プ

ラ
ン
タ
ー
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
の
優
し
い
気
持
ち

を
育
む
と
と
も
に
、
人
権
の
花
と

し
て
地
域
に
広
め
て
い
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
語

る
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
・
夏
見

き
み
子
さ
ん
。「
サ
ル
ビ
ア
が
人

権
の
花
だ
と
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で
大
切

に
育
て
た
い
で
す
」
と
委
員
長
の

中
尾
優
心
さ
ん
。

　

児
童
に
よ
り
大
切
に
育
て
ら

れ
た
花
は
、
秋
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
老
人
福
祉

施
設
な
ど
に
届
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。

２

３
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